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あさぎり町消防団上位入賞
上球磨消防団連合会放水競技大会上球磨消防団連合会放水競技大会

　

上
球
磨
消
防
署
管
内
（
あ
さ
ぎ
り

町
、
多
良
木
町
、
湯
前
町
、
水
上
村
）

４
町
村
で
行
わ
れ
た
各
消
防
団
出
初

式
の
放
水
競
技
で
優
秀
な
成
績
を
お

さ
め
た
分
団
が
出
場
す
る
上
球
磨
消

防
団
連
合
会
放
水
競
技
大
会
が
、
１

月
11
日
に
多
良
木
町
多
目
的
総
合
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
型
ポ
ン
プ
の
部
は
各
町
村
代
表

の
８
チ
ー
ム
、
ポ
ン
プ
車
の
部
に
は

3
チ
ー
ム
が
参
加
。
あ
さ
ぎ
り
町
か

ら
は
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
に
第
13
分

団
1
部
（
古
草
城
・
明
廿
）
と
第
2

分
団
4
部（
清
水
）が
出
場
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
風
が
な
く
絶
好
の
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
の
中
、
放
水
競
技
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

小
型
ポ
ン
プ
の
部
の
あ
さ
ぎ
り
町

第
13
分
団
1
部
（
古
草
城
・
明
廿
）
は
、

初
出
場
な
が
ら
第
２
位
と
い
う
成
績

を
収
め
ま
し
た
。
ま
た
、
第
2
分
団

4
部
（
清
水
）
は
第
3
位
に
入
り
ま

し
た
。

小型ポンプの部【敬称略】
２位　第13分団1部　（指揮者）那須智彦
（１番員）志水貴憲　（２番員）稲田優　
（３番員）中村純哉　（４番員）野添将弘

連携して地域の活性化を
人吉球磨定住自立圏形成協定調印式人吉球磨定住自立圏形成協定調印式

　

人
吉
球
磨
定
住
自
立
圏
形
成
協
定

合
同
調
印
式
が
１
月
14
日
に
人
吉
球

磨
広
域
行
政
組
合
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

定
住
自
立
圏
構
想
と
は
、
医
療
や

産
業
振
興
、
交
通
整
備
な
ど
、
地
方

の
中
心
都
市
と
周
辺
自
治
体
が
連
携

し
て
、
人
口
流
出
の
抑
制
や
地
域
活

性
化
に
取
り
組
む
政
策
の
こ
と
で
す
。

　

当
日
は
、
田
中
人
吉
市
長
と
球
磨

圏
域
の
町
村
長
が
協
定
書
に
署
名
押

印
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
５
年

間
の
取
り
組
み
『
定
住
自
立
圏
共
生

ビ
ジ
ョ
ン
』
を
策
定
し
、
今
年
７
月

か
ら
の
連
携
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

▲　田中人吉市長としっかりと握手を交わす愛甲町長

　　　　　　　　　　　　
３位　第２分団４部　（指揮者）松山幸博
（１番員）濱村誠一　（２番員）山森京一郎
（３番員）荒木康光　（４番員）津留正彦

多彩なステージと展示物
上地区文化祭開催上地区文化祭開催

　

１
月
25
日
に
ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
ド
で

上
地
区
文
化
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

上
小
学
校
音
楽
部
の
元
気
な
演
奏

で
幕
が
開
き
、
文
化
協
会
会
員
が
日

頃
の
練
習
の
成
果
を
披
露
。
日
舞
や

レ
ク
ダ
ン
ス
、
カ
ラ
オ
ケ
や
詩
吟
な

ど
多
彩
な
ス
テ
ー
ジ
で
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
ま
た
、
展
示
の
部
で
は
、

絵
画
や
木
工
、
書
道
や
い
け
ば
な
、

柳
川
伝
承
ま
り

な
ど
の
作
品
が

並
べ
ら
れ
、
来

場
者
の
目
を
楽

し
ま
せ
て
い
ま

し
た
。

▲　（上）一字書き（下）すみれ会のかろやかなダンス
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１
月
28
日
に
あ
さ
ぎ
り
中
学
校
で

２
年
生
の
立
志
式
が
行
わ
れ
、
記
念

講
演
と
生
徒
た
ち
に
よ
る
立
志
の
決

意
が
あ
り
ま
し
た
。

　

第
１
部
は
、
あ
さ
ぎ
り
町
在
住
の

ピ
ア
ニ
ス
ト
、
月
足
さ
お
り
さ
ん
が

『
い
の
ち
の
音
色
を
響
か
せ
た
い
』
と

題
し
て
講
演
。
進
行
性
の
難
病
と
闘

い
な
が
ら
た
く
さ
ん
の
困
難
に
立
ち

向
か
い
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し
て
活
動
し

て
き
た
経
験
談
と
ピ
ア
ノ
演
奏
を
交

え
な
が
ら
「
大
切
な
ひ
と
つ
の
命
、

守
っ
て
く
れ
る
人
や
周
り
の
人
た
ち

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、

こ
れ
か
ら
の
生
活
を
楽
し
ん
で
く
だ

さ
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

生
徒
代
表
の
山
﨑
淳
史
さ
ん
（
永

才
）
は
「
左
手
だ
け
と
は
思
え
な
い

素
晴
ら
し
い
演
奏
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
周
り
の
人
た
ち
、
ま

た
こ
れ
か
ら
関
わ
る
で
あ
ろ
う
人
た

ち
に
対
し
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず

に
生
き
て
い
き
ま
す
」
と
お
礼
の
言

葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

第
２
部
は
、
ク
ラ
ス
ご
と
に
分
か

れ
、
生
徒
た
ち
が
『
将
来
の
夢
』
を

発
表
。
保
護
者
が
見
守
る
中
、
一
人

一
人
が
前
に
出
て
、
将
来
ど
ん
な
職

業
に
就
き
た
い
か
、
そ
の
た
め
に
向

か
う
進
路
や
今
何
を
す
る
べ
き
か
を

語
り
ま
し
た
。

一人一人の命を大切に
あさぎり中学校２年生立志式あさぎり中学校２年生立志式

▲　（上）澄んだ音色に生徒たちは聞き入っていました　（左下）お礼
に全員で『大切なもの』を合唱しました　（右下）将来の夢を発表

　

１
月
25
日
に
せ
き
れ
い
館
で
、
あ

さ
ぎ
り
町
青
少
年
健
全
育
成
町
民
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
次
代
を
担
う
子
ど
も

た
ち
を
対
象
に
犯
罪
や
非
行
の
な
い

地
域
づ
く
り
に
関
し
て
考
え
た
こ
と
、

感
じ
た
こ
と
な
ど
を
テ
ー
マ
に
実
施

さ
れ
た
『
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
』

作
文
コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰
が
行
わ
れ
、

免
田
小
学
校
３
年
の
太
田
涼
帆
さ
ん

（
堀
角
）
が
最
優
秀
賞
に
輝
き
、
岡
原

小
学
校
６
年
の
黒
木
杏
華
さ
ん
（
永

岡
）
と
免
田
小
学
校
３
年
の
今
田
瑛

崇
さ
ん
（
堀
角
）
が
優
秀
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　

第
2
部
で
は
、
あ
さ
ぎ
り
町
民
栄

誉
賞
第
１
号
を
受
賞
し
た
ピ
ア
ニ
ス

ト
、
月
足
さ
お
り
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
演

奏
と
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
『
い
の
ち
の
音
色
を
響
か
せ
た
い
』

と
題
し
た
講
演
で
は
、
月
足
さ
ん
が

こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
人
と
の
ふ
れ

あ
い
や
つ
な
が
り
、
家
族
や
命
の
大

切
さ
な
ど
を
語
り
、
力
強
い
ピ
ア
ノ

演
奏
を
披
露
。
ま
た
、
月
足
さ
ん
の

ピ
ア
ノ
の
音
色
に
の
せ
、
須
恵
小
学

校
6
年
の
愛
甲
佳
央
さ
ん
（
覚
井
）

の
朗
読
も
あ
り
、
会
場
は
和
や
か
な

雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

青少年健全育成町民大会青少年健全育成町民大会

▲　（上）周り
の人から支えら
れている命を大
切にしたいと語
る月足さん

▶　（下）作文
コンテストの受
賞者による発表
（左：太田涼帆
さん　右：黒木
杏華さん）
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第 1 回　未来へつなぐ
あさぎり町教育フェスティバル

　

２
月
４
日
に
、
第
１
回
未
来
へ
つ
な
ぐ
あ

さ
ぎ
り
町
教
育
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
須
恵
文

化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
町
内
小
中
学
校
の

教
職
員
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
、
町
議
会
議
員
、
町

民
な
ど
約
２
３
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
あ
さ
ぎ
り
町

の
学
校
教
育
や
社
会
教
育
で
実
践
さ
れ
て
い

る
活
動
の
発
表
を
通
し
て
、
学
校
と
家
庭
、

地
域
社
会
が
共
に
つ
く
り
出
す
教
育
の
大
切

さ
を
見
直
し
、
よ
り
一
層
の
充
実
と
推
進
を

図
る
た
め
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

町
児
童
生
徒
表
彰
規
定
に
基
づ
き
行
わ
れ
た
児
童
生

徒
表
彰
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
分
野
で
九
州
大
会
や
県
大
会

な
ど
で
優
秀
な
成
績
を
お
さ
め
た
児
童
生
徒
に
教
育
委

員
会
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
表
彰

者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
※
敬
称
略
）

奨
励
賞
（
個
人
表
彰
）

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

　
　

須
恵
小
学
校
６
年　

田
崎
莉
子
（
屯
所
）

陸
上

　
　

あ
さ
ぎ
り
中
学
校
１
年　

那
須
千
晴
（
久
鹿
）

　
　

あ
さ
ぎ
り
中
学
校
３
年　

永
井
聖
也
（
築
地
）

　
　

あ
さ
ぎ
り
中
学
校
３
年　

藤
原
辰
朗
（
八
幡
町
）

　
　

あ
さ
ぎ
り
中
学
校
３
年　

別
府
明
佳
（
別
府
）

奨
励
賞
（
団
体
表
彰
）

あ
さ
ぎ
り
中
学
校
代
表

　
　
　
　

男
子
４
×
１
０
０
㍍
リ
レ
ー
チ
ー
ム

　

１
年　

那
須
千
晴
（
久
鹿
）

　

３
年　

高
村
一
真
（
下
里
）

　
　
　
　

永
石
千
聖
（
永
岡
）

　
　
　
　

田
村
祐
輝
（
下
里
）

　
　
　
　

藤
原
辰
朗
（
八
幡
町
）

　
　
　
　

福
田
皇
生
（
宮
麓
）

あ
さ
ぎ
り
中
学
校
代
表

　
　
　
　

女
子
４
×
１
０
０
㍍
リ
レ
ー
チ
ー
ム

　

２
年　

大
柳
真
衣
（
上
西
別
府
）

　

３
年　

大
西
菜
月
（
八
幡
町
）

　
　
　
　

別
府
明
佳
（
別
府
）

　
　
　
　

久
我
文
乃
（
熊
野
）

　
　
　
　

岡
田
茉
優
（
永
岡
）

　
　
　
　

村
末
奈
津
希
（
別
府
）
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発
表
の
部
で
は
、
４
つ
の
発
表
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

・
毎
年
行
わ
れ
る
あ
さ
ぎ
り
中
学
校
合
唱
コ

ン
ク
ー
ル
２
年
生
の
部
金
賞
ク
ラ
ス（
２
年
１

組
）が
す
ば
ら
し
い
歌
声
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

課
題
曲
『
大
切
な
も
の
』

　
　

指
揮　

荒
木
崚
匠
さ
ん　

　
　

伴
奏　

藤
本
芽
生
さ
ん

　

自
由
曲
『
さ
く
ら
草
』

　
　

指
揮　

山
﨑
淳
史
さ
ん　

　
　

伴
奏　

坂
本
美
優
さ
ん

　

・
上
小
学
校
と
須
恵
小
学
校
の
６
年
生
の
代

表
が
英
語
読
本
（A

sagiri W
elcom

e to 
ourtow

n

）
の
暗
唱
に
挑
戦
。
堂
々
と
し
た

発
表
を
し
ま
し
た
。

　
【
上
小
学
校
】　　
　
　
　

　
　

石
峰
愛
翔
さ
ん　

宮
原
来
夢
さ
ん　
　

　
　

中
村
光
織
さ
ん　

荒
川
芽
生
さ
ん

　
【
須
恵
小
学
校
】　　

　
　

田
山
龍
弥
さ
ん　

久
保
田
悠
介
さ
ん

　
　

田
山
さ
く
ら
さ
ん　

北
川
和
香
奈
さ
ん

　

・
あ
さ
ぎ
り
町
青
年
団
は
、
地
域
貢
献
活
動

や
球
磨
郡
青
年
団
協
議
会
の
体
育
祭
や
文
化

祭
、
全
国
大
会
の
よ
う
す
な
ど
を
紹
介
。
年

間
の
活
動
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

・
学
校
応
援
団
活
動
の
実
践
発
表
で
は
、岡

原
小
学
校
の
く
ろ
ば
る
会（
代
表
、立
本
友
七

郎
さ
ん
）が
活
動
を
報
告
。同
校
の
池
邊
正
裕

校
長
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
形
式
で
子
ど
も
た
ち
の

見
守
り
活
動
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

①上小学校の学校紹介　②須恵小学校の学校紹介　③青年団によるスライドを
使った活動紹介　④岡原小学校の学校応援団「地域住民一人一人の協力が必
要。子どもたちの無事故を達成したい」と話す立本さん　⑤こころがひとつに
なった感動的な合唱に会場からは大きな拍手がわき起こった　⑥～⑨上、須恵
小学校の児童による英語暗唱発表。身振り手振りを交えた発表で英語読本を紹
介しました。

①

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

②

③

④
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▲　12月19日に行われた忘年会のごちそうを前に

　内山サロンは偶数月の 20日頃開催さ
れています。この日は、血圧測定後濱本
世津江保健師による十二支ビンゴのゲー
ムで盛り上がりました。
　茶話会では、各自が持ち寄る手料理や
お菓子が並びますが、12月は忘年会を
兼ね、鉢盛を取りました。
　世話役は、一ノ井冷子さんに代わり 1
月からは、山口ハナ子さんと嶋﨑喩美さ
んになります。皆さんサロンの開催をと
ても楽しみにされています。

問い合わせ　　福祉課　☎45-7231／社会福祉協議会　☎49-4505

サロ
ン

だより 内山地区いきいきサロン

問い合わせ　　あさぎり町グリーン・ツーリズム研究会事務局　☎45-4833（オフィス桑原）
　　　　　　　　　　　　　　   　商工観光課　☎47-7220

　１月 24日は、熊本県立大学の学生と地域住民が一緒になって人吉・球磨地
域の課題解決のための方法を探るプロジェクト『ＫＵＭＡＪＥＣＴ 2014』の
現地報告会が人吉市のカルチャーパレスで行われました。あさぎり町チームで
は『松尾集落とあさぎり町への誘客』というテーマのもと、あさぎり町内およ
び須恵の松尾集落においてこれまで３回の現地調査を行った結果報告と課題解
決に向けた提案を行いました。今回の提言内容は次の通りです。
①ワラビの酢漬けの新しい食べ方の提案　②耕作放棄地を活かした農業体験　
③県立大学生において『おかどめ幸福駅周辺』の PV（プロモーションビデオ）
を作成し YouTube（動画発信サービス）に投稿する。

歩こう！『球磨を潤す農業遺産』
　今年度、あさぎり町グリーン・ツーリズム研究会と県立南稜高等学校がタ
イアップし、上・中球磨の農業を支える百太郎溝および幸野溝を観光資源と
して位置づけ、観光客の誘致に向けたウォーキングマップを共同で作成して
います。２月 13 日には南稜高校生約 300 人が百太郎溝コースと幸野溝コー
スの２コースに分かれ実際にコースを歩き現地調査を行いました。今年の３
月末までには完成したマップを配布する予定ですので、完成した際にはぜひ
歩いてみませんか。

遠山桜　限界集落の自立再生にむけて
～ KUMAJECT（クマジェクト）2014現地報告会 ～

◆ あさぎりグリー
ンツーリズム

グリーン・ツーリズム便り
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築
地
熊
野
神
社
は
築
地
に

あ
り
、
境
内
地
に
拝
殿
、
そ

の
奥
に
本
殿
を
配
し
て
い
ま

す
。
町
指
定
を
し
た
の
は
本

殿
部
分
。
三

さ
ん
け
ん
し
ゃ
な
が
れ
づ
く
り

間
社
流
造
で
、

江
戸
時
代
中
期
の
宝
暦
10
年

（
１
７
６
０
年
）
に
建
て
ら

れ
た
古
建
築
物
で
す
。ま
た
、

薬
師
堂
は
、
拝
殿
左
隣
に
位

置
し
、
寄
棟
造
で
、
江
戸
時

代
後
期
に
建
て
ら
れ
た
古
建

築
物
で
す
。

　

下
乙
毘
沙
門
堂
は
下
乙
に

あ
り
、
堂
内
に
は
、
四
天
王

の
う
ち
の
毘
沙
門
天
立
像
と

増ぞ
う
ち
ょ
う
て
ん
り
ゅ
う
ぞ
う

長
天
立
像
の
2
像
が
安

置
さ
れ
て
い
ま
す
。
内
部
を

く
り
ぬ
き
し
て
い
な
い
丸
彫

像
で
、
こ
の
2
像
は
一
組
で

作
ら
れ
た
も
の
で
す
。
像
の

様
相
と
堂
内
の
棟
木
の
記
録

か
ら
室
町
〜
桃
山
時
代
頃

（
４
０
０
〜
５
０
０
年
前
）

に
作
ら
れ
た
も
の
と
推
測
さ

れ
ま
す
。

問い合わせ
教育委員会
☎45-7226

▲　（上）田中さんの研究発表　（下）舟場稲荷
　を見学する参加者

下乙毘沙門堂の木造二天立像
（左）木造毘沙門天立像　（79㎝）　
（右）木造増長天立像　（78㎝）

築地薬師堂
（間口3.02m 奥行3.67m 棟高5.5m）

築地熊野神社本殿
（桁行3.59m 梁間3.93m 棟高5.2m）

　

ア
メ
リ
カ
の
社
会
人
類
学
者
エ
ン

ブ
リ
ー
博
士
が
、
昭
和
10
年
に
当
時

の
須
恵
村
を
調
査
さ
れ
た
こ
と
を
題

材
と
し
て
、
あ
さ
ぎ
り
町
を
は
じ
め

球
磨
地
域
の
昔
と
今
の
農
山
村
の
『
ク

ラ
シ
』
を
再
考
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
須
恵
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

あ
さ
ぎ
り
町
と
日
本
村
落
学
会
、

九
州
農
文
協
、
ト
ク
ノ
・
ス
ク
ー
ル

か
ら
な
る
実
行
委
員
会
が
主
催
し
た

も
の
で
、
人
吉
・
球
磨
グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
も
協
力
。

　

１
日
目
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
約

１
８
０
人
が
参
加
し
、
農
山
村
の
『
ク

ラ
シ
』
に
つ
い
て
の
研
究
発
表
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

新
聞
社
を
退
職
後
あ
さ
ぎ
り
町
に

住
み
、
エ
ン
ブ
リ
ー
博
士
を
研
究
し

た
田
中
一
彦
さ
ん
（
福
岡
市
）
の
３

年
間
の
研
究
の
ま
と
め
で
は
、
80
年

前
の
『
ク
ラ
シ
』
が
そ
の
ま
ま
残
っ

て
い
る
事
例
な
ど
を
紹
介
。
最
後
に
、

熊
本
大
学
教
授
の
徳
野
貞
雄
さ
ん
が

『
人
生
80
年
時
代
を
生
き
抜
く
！
そ

の
農
山
村
の
魅
力
』
と
題
し
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
ま
と
め
ま
し
た
。
夕
方

か
ら
行
わ
れ
た
『
冬
の
食
の
文
化
祭
』

で
は
、
郡
市
各
市
町
村
の
素
材
を
生

か
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
郷
土
料
理
を
約

１
０
０
人
の
参
加
者
が
楽
し
み
、
賑

や
か
な
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

２
日
目
に
行
わ
れ
た
現
地
踏
査
に

は
、
約
50
人
が
参
加
。
エ
ン
ブ
リ
ー

博
士
の
居
住
跡
や
寄
付
の
記
録
が
残

る
舟
場
稲
荷
、
川
瀬
の
庚
申
党
な
ど

を
訪
ね
、
参
加
者
た
ち
は
昔
の
『
ク

ラ
シ
』
に
思
い
を
馳
せ
て
い
ま
し
た
。

郷土の素材を見直す
ふるさとシンポジウム in 球磨開催（１月 31日～２月１日）ふるさとシンポジウム in 球磨開催（１月 31日～２月１日）

あさぎり町教育委員会は、平成 26年 12月 10日付けで『築地熊野神社本殿および薬師堂』と『下
乙毘

びしゃもんどう

沙門堂の木造二天立像』の２件を町指定文化財に指定しました。
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“笑顔”の魔法
熊本県市町村広報担当者による合同特集

　

熊
本
県
の
高
齢
化
率
は
27
・
２
㌫

（
平
成
25
年
度
調
べ
）。
全
国
平
均
の

24
㌫
を
超
え
て
い
ま
す
。
県
の
平
均

寿
命
と
１
０
０
歳
以
上
の
人
の
割
合

は
ど
ち
ら
も
全
国
10
位
内
。
ま
さ
に

熊
本
は
長
寿
の
県
で
す
。

　

高
齢
者
の
孤
独
死
や
介
護
負
担
の

増
加
は
私
た
ち
に
と
っ
て
も
深
刻
な

問
題
で
す
。
高
齢
社
会
を
支
え
る
人

へ
の
環
境
づ
く
り
も
大
切
で
す
が
、

高
齢
者
自
身
が
元
気
に
暮
ら
す
こ
と

も
必
要
で
す
。
高
齢
者
が
元
気
に
暮

ら
す
た
め
に
必
要
な
こ
と
、
そ
れ
は

｢

生
き
が
い｣

で
す
。

　

日
本
で
は
、医
療
や
食
べ
物
が
充

実
し
て
き
た
こ
と
で
平
均
寿
命
が

延
び
、
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

熊
本
県
も
同
じ
状
況
で
す
。

　

高
齢
化
社
会
を
乗
り
切
る
た
め

に
は
、平
均
寿
命
だ
け
で
な
く
、高

齢
者
が
元
気
に
日
常
生
活
を
送
れ

る
健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
が
大

切
で
す
。｢

生
き
が
い｣

に
は
健
康

寿
命
を
延
ば
す
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

高
齢
者
が
健
康
に
暮
ら
す
こ
と

で
、
本
人
の
認
知
症
や
要
介
護
状

態
に
な
る
こ
と
を
未
然
に
防
ぐ
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、介
護
を
す
る
人
の

負
担
も
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

熊
本
学
園
大
学 

社
会
福
祉
学
部

  　
　

和
田 

要
か
な
め 

学
部
長
（
62
）

　

健
康
寿
命
を
延
ば
す

　

                 「
生
き
が
い
」

進
む
県
内
の
高
齢
化

5％

10％

15％

20％

25％

30％

35％

10 万人

20 万人

30 万人

40 万人

50 万人

60 万人

15.4%

18.3%

21.3%
23.7%

25.6%

28.9%
31.6%

33.3%

28.4
万人

34.1
万人

39.6
万人

43.7
万人

46.3
万人

51.3
万人

54.5
万人

55.4
万人

H2 H7 H12 H17 H22 H27 H32 H37

●熊本県内の 65 歳以上の人口と割合
　（出典：熊本県推計人口調査）

「退職して良かったと思えたのは 1カ月だけ」。こん
な声を聞いたことはありませんか。長年続けて来た
仕事を引退したあと、日常に物足りなさを感じる人
も少なくありません。老後の暮らしを充実させるた
めに自分の『生きがい』について考えてみませんか。



9　広報あさぎり　2015.3

チャーリー永谷さん（78）

熊本市在住の歌手でカントリー
ミュージックの第一人者。1989
年から南阿蘇村の巨大野外ス
テージ「アスペクタ」で、国内
最大のカントリーミュージックの
祭典「カントリーゴールド」を主催。

20
歳
の
誕
生
日
に
仲
間
が
演

奏
し
て
く
れ
た
カ
ン
ト

リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
が
き
っ
か
け
で

し
た
。
演
奏
を
聞
い
た
瞬
間
、
私
は

大
き
な
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。｢
こ

の
音
楽
が
し
た
い｣

。
そ
の
思
い
だ

け
で
大
学
を
辞
め
、
カ
ン
ト
リ
ー
歌

手
の
道
を
選
び
ま
し
た
。

　

カ
ン
ト
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
は
今
回
で

26
年
目
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ

ン
ト
に
は
リ
ピ
ー
タ
ー
が
た
く
さ
ん

い
ま
す
。
毎
年
フ
ァ
ン
と
元
気
に
会

え
る
こ
と
を
喜
び
合
い
、
最
後
に
は

来
年
の
再
会
を
約
束
し
て
別
れ
ま

す
。私
に
と
っ
て
は
出
会
い
が
一
番
。

人
と
の
ふ
れ
あ
い
で
つ
な
が
り
を
広

げ
る
こ
と
が
、
音
楽
と
同
じ
く
ら
い

楽
し
み
で
す
。

参
加
者
に
は｢

カ
ン
ト
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
は
、
年
に
１
度
遠

く
離
れ
た
家
族
が
集
ま
る
日
に
な
っ

て
い
る｣

と
言
っ
て
く
れ
る
人
も
い

ま
す
し
、
北
海
道
か
ら
車
で
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
て
く
れ
る
人
も
い
ま

す
。
た
く
さ
ん
の
人
に
イ
ベ
ン
ト
の

継
続
を
願
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
こ
と

が
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。

　

イ
ベ
ン
ト
を
続
け
て
い
く
た
め
に

は
、
私
が
元
気
で
い
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
待
っ
て
く
れ
て
い
る
フ
ァ

ン
の
た
め
に
も
、
病
気
や
怪
我
を
し

な
い
と
思
う
気
持
ち
が
私
の
元
気
の

秘
訣
で
す
。

い
ま
は
カ
ン
ト
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド

30
回
目
の
開
催
を
目
指
し
て

頑
張
っ
て
い
ま
す
。
音
楽
で
た
く
さ

ん
の
人
と
つ
な
が
り
が
で
き
ま
し

た
。
人
生
の
早
い
時
期
か
ら
カ
ン
ト

リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
に
出
会
え
て
本

当
に
良
か
っ
た
で
す
。こ
れ
か
ら
も
、

音
楽
で
人
と
の
つ
な
が
り
を
広
げ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

元
気
は
音
楽
と
人
か
ら

音楽を聞き、踊ることが
私の生きがいです。老人
ホームなどで踊りを披露
しています。皆さんが喜
んでくれることがうれし
いです。何でもいいので、
年をとっても趣味を持つ
ことは大切です。 川

かわしま

嶋 捷
よしのり

㓛さん (75)

カントリーミュージックが
大好きです。カントリー
ミュージックでは、知ら
ない人でもすぐ友だちに
なれます。音楽を通して、
人と関わることができる
ので、健康でいられるの
だと思います。 河

こうち

内 信
のぶゆき

行さん (71)

　

自
分
の
能
力
を
高
め
た
い
。
だ
れ

か
に
喜
ん
で
ほ
し
い
。
つ
な
が
り
を

作
り
た
い
。
ど
ん
な
目
的
か
ら
も
生

き
が
い
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
新
し
く
生
き
が
い
を
見
つ
け
る

だ
け
で
な
く
、
自
分
の
知
識
や
技
術

を
地
域
や
人
に
伝
え
る
こ
と
も
生
き

が
い
で
す
。

　

大
切
な
の
は
一
生
懸
命
に
な
る
こ

と
。
生
き
が
い
を
持
つ
こ
と
で
あ
な

た
は
も
っ
と
輝
き
ま
す
。
あ
な
た
の

｢

い
き
い
き｣

は
家
族
や
地
域
の
人

に
も
伝
わ
り
、
み
ん
な
を｢

い
き
い

き｣

さ
せ
ま
す
。
生
き
が
い
は
み
ん

な
を
笑
顔
に
す
る
魔
法
で
す
。

　

熊本県市町村広報担当者による合同特集 熊本県市町村広報担当者による合同特集 ― ”笑顔”の魔法 ―― ”笑顔”の魔法 ―

interview

◎ Profi le（チャーリー ながたに）

私の『生きがい』ファンに聞く

私の
生きがい

い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
る
た
め
に

　
　あ
な
た
の
魔
法
は

誰
を
笑
顔
に
し
ま
す
か
？
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問い合わせ　　企画財政課　　☎45-7211

　今回のあさぎり町総合計画は、町が掲げる３つの基本目標の一つ『幸せ感じる生活空間の構築』の
『快適な交通体系、河川環境の整備』について紹介します。

快適な交通体系、河川環境の整備（８つの主要施策と 19の事業）
　町民の利便性確保と地域活性化を図りながら、児童生徒や高齢者などを危険から守るための環境整
備に取り組むとともに、橋梁長寿命化修繕計画に沿って、初期段階での予防的な修繕および計画的架
替えと円滑な政策転換を行います。
　河川や河川周辺の維持管理に努め、災害に強い河川と住民の憩いの場としての河川環境整備に取り
組みます。

主な取り組み

①安全で安心な通学路の整備
　小・中学校への通学路の安全点検と整備を実施し、通学路の交通安全を一層確実に確保するため
の取り組みにより、通学する児童生徒の安全確保を図ります。

②交通弱者に対する安全対策
　子どもや高齢者、障がいのある人などの交通弱者を危険から守るため、歩道の整備、横断歩道や
カーブミラーの設置などの安全対策に取り組むとともに、定期的な道路清掃や側溝、路面の維持補
修などを行います。

③橋梁の安全性・信頼性の確保
　高齢化が進む橋梁に対して、『橋梁長寿命化修繕計画』を策定し、初期段階での予防的な修繕お
よび計画的な架替えによる、維持管理費用の縮減と橋梁に対する安全性・信頼性を確保します。

④公共交通機能の利便性の向上
　町民の生活に重要な役割を果たしている公共交通の維持、利便性の向上、安全の確保を図るため
地域公共交通会議や関係市町村との連携により、将来の公共交通機関のあり方を検討します。

⑤球磨川水系支流川・準用河川の環境整備
　魚や蛍などの自然生態系に配慮した河川環境づくりに努め、川の流れをさえぎる堆積物や雑木、
ヨシガヤなど雑草の除去作業を国や県への要望活動を積極的に行いながら計画的管理を実施し、災
害に強い河川の環境整備を進めていきます。

目指す姿　（主なもの）
①歩道・通学路等の整備が進み、児童生徒や高齢者などが安全で安心して利用できる道路環境が整え
られています。

②狭い道路や見通しの悪い道路の改良が進み、日常生活の利便性はもとより緊急時も考慮された安全
で快適な道路環境整備が進んでいます。

③橋梁長寿命化修繕計画に基づき、橋梁の長寿命化ならびに修繕・架替えに係わる費用の縮減が図ら
れ、地域の道路網の安全性・信頼性確保が推進されています。

施策指標

歩道設置状況
平成23年

37㎞ →
平成29年

40㎞

橋梁修繕・架替状況 1橋 → 10橋

ああさぎり町総合計画　その１５さぎり町総合計画　その１５
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国民健康保険税は国保の資格を得た月から課税されます
就職や退職などによる国民健康保険の加入や脱退は、必ず 14日以内に届出をしてください。
　※家族が代理で届出を行うこともできます。

こんなとき 届出に必要なもの

国 保 の
加　 入

職場の健康保険をやめたとき 印鑑、雇用保険被保険者離職票

職場の健康保険の被扶養者でなく
なったとき

印鑑、職場の健康保険の被扶養者でなく
なった証明書

転入してきたとき 印鑑、他の市町村の転出証明書

任意継続期間が満了したとき 印鑑、任意継続の資格喪失証明書

国 保 の
脱　 退

職場の健康保険に入ったとき
印鑑、国保の保険証、職場の健康保険証

職場の健康保険の被扶養者になった
とき

転出するとき 印鑑、国保の保険証

そ の 他

退職者医療制度に該当するとき 印鑑、国保の保険証、年金証書

住所、氏名、世帯主が変わったとき 印鑑、国保の保険証

修学のため転出するとき 印鑑、国保の保険証、在学証明書または
学生証など

上記の方が卒業したとき 印鑑、国保の保険証

◆加入の届出が遅れると・・・・
　・国保加入の届出が遅れた場合でも、資格を得た月（職場の健康保険をやめた月）までさかのぼって
　　保険税を納めなければなりません。
　・過年度にさかのぼる場合は、1回での納付になり、１度に高額の保険税を納めなければならない場
　　合がありますので、ご注意ください。
　・保険証がないため、その間の医療費は全額自己負担になります。
◆脱退の届出が遅れると・・・・
　・保険証があるため、それを使って医療を受けてしまうと、国保が負担した医療費を後で返していた
　　だくことになります。
　・ほかの健康保険に加入したとき、国保脱退の届出をしないと資格が加入のままになり、知らずに保
　　険税を二重に支払ってしまうことがあります。

◎国保の加入・喪失の届出は、必ず 14日以内にしましょう。

問い合わせ　　税務課　☎45-7212
　　　　　　　町民課　☎45-7213
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あさぎり健康21応援コーナー

お酒とあなたの良い関係
～アルコール健康障害対策基本法が平成 26年 6月 1日に施行されました～

　「眠れないから…」とアルコールに頼っていませんか ?寝酒は寝つきを良くはしますが、夜中に目
が覚めたり（覚醒作用）、眠りの質が低下したりとかえって良眠をさまたげます。

●ビール　　　　　　　　●焼酎　　　　　　●ウイスキー　　●日本酒　　　　　　　●ワイン

中ビン１本
（500㎖）

0.6 合
（110㎖）

ダブルで１杯
（60㎖）

１合
（180㎖）

グラス 1.5 杯
（180㎖）

　適度な飲酒は、おいしい楽しみや楽しい
語らいなど多くの効用がありますが、飲み
過ぎは左図のような心身ともに大きな問題
を引き起こします。肝臓だけの問題ではあ
りません。
　『酒は百薬の長とはいえど、よろずの病は
酒にこそ起これ』と徒然草を書いた吉田兼好
も言っています。上手につき合いましょう。

○飲酒の適量ってどれくらい ?

・脳萎縮
・認知機能障害・口腔・咽頭がん

・食堂がん

・高血圧
・心筋梗塞
・不整脈

・胃炎
・膵炎
・糖尿病

・肝炎
・肝硬変
・肝臓がん

・不眠症
・うつ病

・痛風
・末梢神経障害

・大腸がん

　アルコールは依存性物質です。依存症
になっても本人はなかなかその事実を認
めようとしません。次の項目に一つでも
チェックがつけば要注意！！

□　飲酒を減らさなければならないと感
じたことがある

□　他の人があなたの飲酒を非難するの
で気に障ったことがある

□　自分の飲酒について悪いとか申し訳
ないと感じたことがある

□　神経を落ち着かせたり、二日酔いを
治すために『迎い酒』をしたことが
ある

3月は自殺予防対策強化月間です
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　あさぎり町では、毎月免田保
健センターで精神科医による心
の健康相談を無料で実施してい
ます。町内でも、アルコール依
存症に関する相談がたくさん
あっています。家族だけの相談
でも大丈夫です。
　早めの相談で本人も家族も楽
になります。
　秘密は厳守しますので、ご相
談ください。

問い合わせ　　保健環境課　　☎45-7216

【アルコール依存症】
　アルコール依存症は飲酒のコ
ントロールができなくなる病気
です。アルコールによる『酔う』
という快刺激を求め、あるいは
不眠、手の震えなどの不快な症
状（離脱症状）を避けるために
飲酒が止まらなくなります。ア
ルコール依存症で苦しむのは多
くの場合本人だけではなく、家
族や周囲を巻き込みます。うつ
病や不眠を併発しやすく、自殺
の危険性も高くなります。近年、
女性や高齢者のアルコール依存
症が急増しているので注意が必
要です。

　　　名　称 例会日時 会場・連絡先
ＮＰＯ法人

熊本県断酒友の会
球磨人吉支部例会

毎週土曜日
午後 7時 30分～

錦町総合
福祉センター
☎ 22-2494

断酒家族会 月 2回　不定
午後 1時 30分～

地域生活
支援センター翠
☎ 22-2570

多良木町
あすなろ会

毎月第 2・4木曜日
午後 7時 30分～

8時 30分

多良木町
保健センター
☎ 42-1100

吉
田
病
院

合同
ミーティング

毎週火曜日
午前 9時 45分～

11時

吉田病院
☎ 22-4051

家族教室
毎月第 3火曜日
午後 7時～
8時 30分

集まろう会
毎月第１・３木曜日

午後 7時～
8時 30分

椿の会※
毎月第 1・3火曜日
午前 11時～ 12時

光生病院断酒会 毎月第 2木曜日
午後 2時～

光生病院
☎ 22-5207

※椿の会は女性アルコール依存症者だけのグループです

　人吉球磨地域では、地域例会断酒会、病院断酒会が次のとおり開
催されています。ご本人やご家族または、ご家族だけでの相談もお
受けします。

人吉球磨地域 断酒会のご案内

○適正飲酒の生活習慣を築くためのヒント（お酒と上手に付き合いましょう）
・自分のお酒に対する体質を知ろう　日本人の約４０％はアルコールを分解する酵素がない、も

しくは働きが弱い人です。すぐに顔が赤くなる人はこの体質です。

・酔うのは『ほろ酔い』までに　その範囲にとどめておけば健康的にお酒を楽しめます。

・お酒が抜けるまでの時間　ビール中瓶1本を飲むと、完全に体内から排出するまでに3～4時間

かかります。お酒が抜けたという自覚があっても実際にはお酒が残っていることが多いです。
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　あさぎり町では、３人の外国語指導助手（ALT）を中心とした講師による英会話教室を実施しています。

募集期間　３月２７日（金）まで（定員に満たない場合、開講後も申し込みを受け付けます）
対 象 者　１８歳以上の人（高校生は除きます）
申込方法　あさぎり町教育委員会に備え付けの申込用紙に必要事項を記入の上、
　　　　　お申し込みください。
受 講 料　各クラス 3,000 円（前期 1,000 円　中期 1,000 円　後期 1,000 円）
　　　　　＊別途テキスト代などを負担していただく場合があります。

平成 27年度 あさぎり町英会話教室 受講生募集
【前期】平成 27年４月～６月　【中期】９月～ 11月　【後期】平成 28年１月～３月

問い合わせ　　教育委員会　　☎45-7226

クラス 講　師 場　所 受講日・時間 定　員

昼
初級 日本人講師 1名

あさぎり町生涯学習
センター（免田）

毎週火曜日
14:00 ～ 15:30

各クラス
10人程度中級 外国人講師 1名

上級 外国人講師 1名

夜
初級 外国人講師 1名

せきれい館（深田） 隔週木曜日
19:30 ～ 21:00

各クラス
10人程度中級 外国人講師 1名

上級 外国人講師 1名

あさぎり町あさぎり町
青年団青年団

あさぎり町
青年団

1/18 どんどや1/18 どんどや1/18 どんどや

2/1 駅伝大会2/1 駅伝大会2/1 駅伝大会

　1 月 18 日は、須恵地区のどんどやに参加してき
ました。毎年参加者にふるまう『焼きそば』は今
年も大好評 !!
80 人分ほど用
意したのです
が、10 分で無
くなってしま
いました。

　1 月 18 日は、須恵地区のどんどやに参加してき
ました。毎年参加者にふるまう『焼きそば』は今
年も大好評 !!
80 人分ほど用
意したのです
が、10 分で無
くなってしま
いました。

　1 月 18 日は、須恵地区のどんどやに参加してき
ました。毎年参加者にふるまう『焼きそば』は今
年も大好評 !!
80 人分ほど用
意したのです
が、10 分で無
くなってしま
いました。

　２月１日は、球磨郡青年団協議会主催の駅伝大会
が開催されました。あさぎり町は惜しくも４位でし
たが、８人の選手達が一生懸命走る姿はとても格好
よく、応援にも熱が入りました。

　２月１日は、球磨郡青年団協議会主催の駅伝大会
が開催されました。あさぎり町は惜しくも４位でし
たが、８人の選手達が一生懸命走る姿はとても格好
よく、応援にも熱が入りました。

　２月１日は、球磨郡青年団協議会主催の駅伝大会
が開催されました。あさぎり町は惜しくも４位でし
たが、８人の選手達が一生懸命走る姿はとても格好
よく、応援にも熱が入りました。

あさぎり町青年団の活動の様子をFacebookにて随時更新中です♪
https://www.facebook.com/asagiri.town.seinendan
もしくは　「あさぎり町青年団」で検索♪

いつでも団員募集中です♪走ることが
好きな君の入団を待ってます♡
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今
年
も
早
2
月
半
ば
と
な
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
寒

い
日
が
続
い
て
い
る
中
、
桜
の
つ
ぼ
み
も
少
し
ず
つ

ふ
く
ら
み
暖
か
な
春
が
近
い
事
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ

ま
す
。

　

町
長
に
就
任
し
た
最
初
の
年
、
町
民
の
あ
る
方
か

ら
、「
愛
甲
町
長
は
民
間
で
技
術
的
な
仕
事
を
し
て
き

た
の
で
し
ょ
う
。
パ
ソ
コ
ン
で
自
分
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
つ
く
り
、
色
々
な
情
報
発
信
を
さ
れ
て
は
」
と

の
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
す
ぐ
に

私
個
人
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
立
ち
上
げ
て
、
週
に
1

回
、
町
長
と
し
て
見
た
こ
と
や
感
じ
た
こ
と
、
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
を
写
真
入
り
で
書
き
込
み
を

は
じ
め
ま
し
た
。
1
年
、
2
年
と
続
け
る
う
ち
に
だ

ん
だ
ん
と
こ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
に
来
る
人
が
増

え
、
3
年
目
で
は
毎
日
１
０
０
人
以
上
の
人
が
見
に

来
ら
れ
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

国
内
は
元
よ
り
、
球
磨
郡
出
身
で
ア
メ
リ
カ
に
住
ん

で
い
る
人
か
ら
も
、
ふ
る
さ
と
の
状
況
が
見
え
て
楽

し
い
と
い
う
声
が
届
き
ま
し
た
。

　

こ
の
個
人
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
き
っ
か
け
に
、
役

場
の
職
員
か
ら
町
と
し
て
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
つ
く

ろ
う
と
い
う
事
に
な
り
、
日
々
の
あ
さ
ぎ
り
町
の
出

来
事
を
写
真
入
り
で
紹
介
す
る
、『
今
日
の
あ
さ
ぎ
り

町
』
と
い
う
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
始
ま
り
ま
し
た
。
役

場
職
員
み
ん
な
で
協
力
し
、
日
々
の
出
来
事
や
自
然

の
移
り
変
わ
り
を
、
こ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
書
き
込

ん
で
い
ま
す
。
毎
日
ペ
ー
ジ
を
新
し
く
す
る
事
は
大

変
で
す
が
、
関
東
、
中
部
、
関
西
の
、
あ
さ
ぎ
り
町

ふ
る
さ
と
会
の
人
達
を
は
じ
め
、
日
本
各
地
の
多
く

の
人
達
に
、
こ
の
ペ
ー
ジ
を
み
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

今
年
で
3
年
目
に
な
り
ま
す
。
こ
の
あ
さ
ぎ
り
町
役

場
の
取
り
組
み
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
熊
本
で
テ
レ
ビ
放
映
さ

れ
ま
し
た
。

　

役
場
職
員
に
よ
る
『
今
日
の
あ
さ
ぎ
り
町
』
が
で

き
た
こ
と
で
、
私
個
人
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
閉
じ
、

広
報
紙
を
少
し
で
も
多
く
の
人
に
読
ん
で
も
ら
え
れ

ば
と
、
こ
の
町
長
の
ペ
ー
ジ
を
は
じ
め
ま
し
た
。
町

の
人
達
か
ら
「
読
ん
だ
よ
」
と
い
う
励
ま
し
の
声
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
今
回
の
投
稿
で
76
回
目
と
な
り

ま
す
。

　

今
、
国
が
進
め
て
い
る
地
方
創
生
。
先
月
も
書
き

ま
し
た
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
ご
と
に
自
分

の
町
を
ど
う
し
た
ら
元
気
に
で
き
る
の
か
、
計
画
を

つ
く
っ
て
国
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
さ
れ
た

計
画
の
中
か
ら
、
取
り
組
み
の
内
容
が
良
い
市
町
村

順
に
、
国
は
予
算
を
割
り
当
て
ま
す
と
い
う
制
度
で

す
。

　

こ
の
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
地
方
創
生
に

合
わ
せ
て
、
4
月
号
の
広
報
紙
よ
り
、
あ
さ
ぎ
り
町

で
元
気
に
つ
な
が
る
活
動
を
し
て
い
る
人
や
家
族
、

グ
ル
ー
プ
を
取
り
上
げ
紹
介
す
る
ペ
ー
ジ
に
変
え
る

こ
と
に
い
た
し
ま
し
す
。

　

町
の
元
気
な
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、
あ

さ
ぎ
り
町
全
体
に
元
気
の
輪
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と

を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

以
前
に
こ
の
ペ
ー
ジ
に
書
き
ま
し
た
、
私
の
好
き

な
言
葉
を
今
一
度
紹
介
し
ま
す
。

　
『
青
春
と
は
心
の
若
さ
で
あ
る 

信
念
と
希
望
に
あ
ふ

れ 

勇
気
に
み
ち
て
日
に
新
た
な 

活
動
を
つ
づ
け
る
か

ぎ
り 

青
春
は
永
遠
に
そ
の
人
の
も
の
で
あ
る
』

　

後
に
続
く
子
供
た
ち
の
為
に
も
、
明
日
へ
の
希
望

を
持
ち
続
け
ま
し
ょ
う
。
ど
ん
な
に
辛
く
て
も
朝
が

来
な
い
夜
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

長
い
間
、
町
長
の
ペ
ー
ジ
に
お
付
き
合
い
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

あ
さ
ぎ
り
町
長　

愛
甲
一
典

こ 

ん
に
ち
は

町 

長
で
す
76

新
た
な
ペ
ー
ジ
に
向
か
っ
て
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平
成
27
年
度
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
の
加

入
受
付
を
3
月
か
ら
開
始
し
ま
す
。
万
一

の
怪
我
や
賠
償
責
任
に
備
え
て
加
入
し
ま

し
ょ
う
。

加
入
条
件　

ス
ポ
ー
ツ
活
動
・
文
化
活
動
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
・
地
域
活
動
を
行
う

5
人
以
上
の
団
体

補
償
対
象　

団
体
で
の
活
動
中
お
よ
び
活

動
へ
の
往
復
中
の
事
故

保
険
内
容　

傷
害
保
険
、
賠
償
責
任
保
険
、

突
然
死
葬
祭
費
用
保
険

掛
け
金　

年
額
８
０
０
円
か
ら
（
活
動
内

容
に
よ
っ
て
金
額
が
異
な
り
ま
す
）

問
い
合
わ
せ

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
熊
本
県
支
部　

☎
０
９
６-

２
１
３-

９
０
１
５

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入
し

ま
し
ょ
う

お
知
ら
せ

楽
し
い
運
動
教
室
を
開
催
し
ま

す

　

最
近
「
足
腰
が
弱
く
な
っ
た
」「
す
ぐ

疲
れ
る
」
な
ど
気
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
原
因
は
運
動
不
足
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
、
遊
び
な
が
ら
楽
し
み
な

が
ら
で
き
る
運
動
と
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
紹

介
し
ま
す
。
皆
さ
ん
、
一
度
体
験
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

　

事
前
の
申
し
込
み
、
参
加
費
は
不
要
で
、

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
ふ
る
っ
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

３
月
12
日
（
木
）
午
後
１
時
30
分

場
所　

せ
き
れ
い
館

指
導
者　

運
動
普
及
推
進
員

　
　◎本庁舎

総務課 ☎ 45-1111
企画財政課 ☎ 45-7211
税務課 ☎ 45-7212
町民課 ☎ 45-7213
会計課 ☎45-7224
保健環境課 ☎ 45-7216

　◎東庁舎

建設課 ☎ 45-7221
上下水道課 ☎45-7222
農林振興課 ☎ 45-7218
商工観光課 ☎45-7220
農業委員会 ☎45-7225
農業支援センター ☎ 45-1134

　◎総合福祉センター

福祉課　生活福祉 ☎ 45-7214
福祉課　高齢者支援 ☎ 45-7215
福祉課　地域包括支援センター
 ☎ 45-7231
福祉課　介護・障害認定審査会 
 ☎45-3920

　◎生涯学習センター
教育委員会 ☎45-7226

　◎各支所など

議会事務局 ☎ 47-0312
上支所 ☎ 47-0311
岡原支所 ☎45-2222
須恵支所 ☎ 45-1121
深田支所 ☎ 45-1133
しらがね寮 ☎45-6668
社会福祉協議会 ☎49-4505
学校給食センター ☎45-7232

ご用の方は担当課（直通）へ直接お
電話ください。( 土・日・祝祭日の
支所への電話は、役場本庁舎へ転送
されます）

公
共
施
設
を

　

大
事
に
使
い
ま
し
ょ
う
！

用
意
す
る
も
の　

運
動
し
や
す
い
服
装
、

飲
み
物
、
タ
オ
ル

※
深
田
地
区
転
倒
予
防
教
室
と
同
時
開
催

で
す
。

問
い
合
わ
せ　

保
健
環
境
課　

☎
４
５-

７
２
１
６

供
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
お
客
様

が
よ
り
気
持
ち
よ
く
使
っ
て
い
た
だ
こ
う

と
、
施
設
の
管
理
運
営
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

あ
さ
ぎ
り
町
に
は
そ
の
他
に
も
公
共
施

設
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

で
き
る
だ
け
長
く
公
共
施
設
を
利
用
で
き

る
よ
う
、
き
れ
い
に
、
大
事
に
、
使
っ
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。（
状

況
が
ひ
ど
い
場
合
は
警
察
へ
の
相
談
も
考

え
て
い
ま
す
）

問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
課

☎
４
５-
７
２
２
０

　

ビ
ハ
公
園
キ
ャ
ン
プ
場
は
、
町
内
外
か

ら
た
く
さ
ん
の
お
客
様
に
ご
利
用
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
最
近
、
い
た
ず

ら
に
よ
る
施
設
の
破
損
や
公
園
内
の
駐
車

場
に
ゴ
ミ
の
散
乱
な
ど
の
情
報
が
寄
せ
ら

れ
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
施
設
は
、
多
く
の
皆
さ
ま
の
憩
い
の

場
で
あ
る
と
と
も
に
あ
さ
ぎ
り
町
の
自
然

を
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
の
場
と
し
て
提

▼　いたずらにより壊
されたピザ釜

毎週木曜日、町民課窓口の一部
業務を午後７時まで延長します。
【業務内容】　住民票・戸籍・印鑑証
明の発行、印鑑登録、子ども医療費
助成申請の受付
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『
家
庭
の
日
の
集
い
』
を
開
催

し
ま
す

　

県
で
は
、
毎
月
第
１
日
曜
日
を
『
家
庭

の
日
』
と
し
、
家
族
み
ん
な
で
話
し
合
い
、

楽
し
み
合
う
家
庭
づ
く
り
運
動
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

　

そ
の
啓
発
活
動
の
一
環
と
し
て
『
家
庭

の
日
の
集
い
』
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
３
月
１
日（
日
）午
後
1
時
30
分
〜

場
所　

熊
本
県
庁

参
加
費　

無
料

当
日
は
、
大
田
黒
浩
一
さ
ん
の
楽
し
い

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

熊
本
県
く
ら
し
の
安
全
推
進
課

☎
０
９
６-

３
３
３-

２
２
９
４

　１．幼稚園　（3歳になった日～就学前まで）　『あおぞら幼稚園』
　小学校からの基盤を作る幼児教育を行う施設です。保護者の就労状況にかかわらず利用でき、
一時預かりにより夕方まで教育活動を受けられます。

　２．保育園　（０歳～就学前まで）
清水保育園 早苗保育園 まどか保育園 吉井保育園
るり光保育園 専立寺保育園 まこと保育園 上第一保育所
上第二保育所 岡原保育所 須恵保育所 （順不同）

　　就労などのため家庭で保育できない保護者に代わって保育を行う施設です。

　３．認定こども園　（１歳～就学前まで）　『中球磨幼稚園』
　　幼児期の学校教育や保育、地域の子育て支援機能をあわせ持つ施設です。保護者の就労状況に
　かかわらず利用できます。『中球磨幼稚園』は、平成 27年４月１日より認定こども園として開園
　します。
　　
※施設見学や体験一時預かりなど各施設でさまざまな教育・保育サー
　ビスに取り組んでいます。また、申し込みは随時受け付けています。

公
開
会
場

①
田
川
内
１
号
墳(

八
代
市)

、
大
村
横
穴

群
（
人
吉
市
）、
大
坊
古
墳
・
永
安
寺
東

古
墳(

玉
名
市)

、
塚
坊
主
古
墳
（
和
水

町
）、
京
ガ
峰
横
穴
群
（
錦
町
）

②
石
之
室
古
墳
（
熊
本
市
）、横
山
古
墳(

山

鹿
市)

、
宇
賀
岳
古
墳
（
宇
城
市
）

入
場
料　

無
料　

※
直
接
現
地
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

県
立
装
飾
古
墳
館　

 

☎
０
９
６
８-

３
６-

２
１
５
１

熊
本
県
装
飾
古
墳
の
一
斉
開
帳

『
春
』
を
開
催
し
ま
す

　

県
営
有
料
駐
車
場
１
階
に
電
気
自
動

車
・
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
カ
ー
用

の
普
通
充
電
器
（
２
０
０
Ｖ
）
を
１
台
設

置
し
ま
し
た
。
充
電
器
の
利
用
料
金
は
無

料
で
す
（
駐
車
料
金
別
）。

※
事
前
の
予
約
は
で
き
ま
せ
ん
。

営
業
時
間　

24
時
間
（
年
中
無
休
）

駐
車
料
金　

最
初
の
１
時
間
以
内
３
２
０

円
、
以
降
30
分
ご
と
に
50
円
加
算

問
い
合
わ
せ

県
営
有
料
駐
車
場
（
熊
本
市
中
央
区
安
政

町
３-

９
）

☎
０
９
６-

３
２
４-

５
５
８
２

　

熊
本
県
内
９
カ
所
の
装
飾
古
墳
の
内
部

を
公
開
し
ま
す
。
古
墳
内
部
は
い
つ
で
も

見
ら
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の

一
斉
公
開
期
間
中
は
専
門
職
員
の
解
説
を

聞
き
な
が
ら
見
学
で
き
ま
す
。

公
開
日　

①
３
月
21
日
（
土
）
②
22
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

県
営
有
料
駐
車
場
に
Ｅ
Ｖ
・
Ｐ

Ｈ
Ｅ
Ｖ
用
普
通
充
電
器
を
設
置

し
ま
し
た
！

『子ども・子育て支援新制度』が平成 27年４月１日からスタートし、
あさぎり町では次の３種類の教育・保育施設を利用できます。

問い合わせ
　福祉課（生活福祉）
　☎４５－７２１４



広報あさぎり　2015.3　18

募　

集

任
期
付
職
員
を
募
集
し
ま
す

　

球
磨
郡
公
立
多
良
木
病
院
企
業
団
で
は

任
期
付
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
職
種　

認
定
看
護
師
（
緩
和
ケ
ア
、

慢
性
呼
吸
器
看
護
、透
析
看
護
）、薬
剤
師
、

理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、
健
康
運
動

指
導
士

採
用
期
間　

採
用
の
日
か
ら
５
年
以
内
の

期
間

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.taragi

hp.jp/

）
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

球
磨
郡
公
立
多
良
木
病
院

企
業
団　

総
務
課
人
事
係

☎
４
２-

２
５
６
０

平
成
27
年
度
南
稜
高
等
学
校
聴

講
生
を
募
集
し
ま
す

　

南
稜
高
校
は
、
地
域
に
開
か
れ
た
学
校

と
し
て
、
次
の
と
お
り
平
成
27
年
度
の
聴

講
生
を
募
集
し
ま
す
。

　

生
涯
学
習
の
一
環
と
し
て
、
生
徒
と
共

に
草
花
、
野
菜
栽
培
、
農
産
加
工
に
つ
い

て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

平
成
27
年
度
多
良
木
高
等
学
校

聴
講
生
を
募
集
し
ま
す

　

多
良
木
高
校
で
は
、
一
般
教
養
を
高
め
、

職
業
に
関
す
る
知
識
や
技
能
を
得
よ
う
と

す
る
社
会
人
に
対
し
、
平
成
27
年
度
の
聴
講

生
を
募
集
し
ま
す
。
生
涯
学
習
の
一
環
と

し
て
、
生
徒
と
共
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

聴
講
資
格　

一
般
社
会
人
で
、
学
習
意
欲

が
あ
り
、
１
年
間
を
通
じ
て
聴
講
で
き
る
人

授
業
内
容　

パ
ソ
コ
ン
活
用
の
①
基
礎
編

②
応
用
編
③
ビ
ジ
ネ
ス
編

聴
講
期
間　

４
月
〜
平
成
28
年
２
月

授
業
時
間　

週
１
日
２
時
間
（
火
曜
日
午

前
10
時
〜
正
午
の
予
定
）
な
お
、
聴
講
し

た
科
目
の
単
位
の
認
定
は
行
い
ま
せ
ん
。

募
集
人
員　

５
人
程
度

聴
講
手
続　

本
校
事
務
室
に
あ
る
聴
講
許

可
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

聴
講
許
可
手
数
料

　

１
人
に
つ
き　

１
，
４
０
０
円

聴
講
料
（
年
間
）

　
１
人
に
つ
き　

５
，
０
０
０
円

募
集
期
間　

３
月
３
日
（
火
）
〜
３
月
10

日
（
火
）
※
期
間
内
で
あ
っ
て
も
受
け
入

れ
人
員
に
達
し
た
場
合
は
、
募
集
を
締
め

切
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ　

熊
本
県
多
良
木
高

等
学
校　

☎
４
２-

２
１
０
２

実
施
学
科　

園
芸
科
学
科
な
ど

実
施
科
目　

総
合
実
習
（
週
２
時
間
程
度

の
聴
講
と
な
り
ま
す
）

実
施
内
容　

草
花
と
野
菜
に
つ
い
て
の
専

門
的
な
知
識
と
技
術
の
習
得
を
め
ざ
し
実

習
を
中
心
に
学
習
を
行
い
ま
す
。

聴
講
の
資
格　

一
般
の
社
会
人
で
、
学
習

意
欲
が
あ
り
１
年
間
を
通
じ
て
聴
講
で
き

る
人

受
入
人
数　

６
人
程
度

聴
講
の
手
続
き
・
費
用
な
ど　

聴
講
を
希

望
す
る
人
は
、
学
校
か
ら
事
前
の
説
明
を

受
け
た
後
、
聴
講
許
可
申
請
書
を
提
出
し
、

選
考
の
う
え
聴
講
許
可
を
受
け
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

聴
講
許
可
手
数
料

　

一
人
に
つ
き　

１
，
４
０
０
円

聴
講
料
（
年
間
）

　

一
人
に
つ
き　

５
，
０
０
０
円

　

な
お
、
こ
れ
以
外
に
聴
講
に
必
要
な
教

科
書
代
や
教
材
費
な
ど
は
、
自
己
負
担
に

な
り
ま
す
。

募
集
期
間　

３
月
３
日(

火)

〜
３
月
10

日
（
火
）
※
期
間
内
で
あ
っ
て
も
受
入
れ

人
員
に
達
し
た
場
合
は
、
募
集
を
締
め
切

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ　

熊
本
県
南
稜
高
等
学
校　

☎
４
５-

１
１
３
１

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
活
動
体
験
の

お
知
ら
せ

　

皆
さ
ん
は
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
活
動
を
ご

存
知
で
す
か
？
あ
さ
ぎ
り
町
に
は
『
球
磨

一
団
』
と
い
う
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
が
あ
り

ま
す
。
活
動
を
一
緒
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

た
く
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　

３
月
15
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午

後
1
時
（
終
了
後
自
由
見
学
）

会
場　

あ
さ
ぎ
り
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

内
容　

活
動
見
学
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
体
操

対
象
者　

保
育
園
年
長
〜
小
学
生
（
保
護

者
は
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
）

参
加
費　

３
０
０
円
（
保
険
料
込
み
）

申
込
方
法　

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
を
明
記
し
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
、
Ｅ
メ
ー

ル
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

3
月
8
日
（
日
）

問
い
合
わ
せ　

藤
島
さ
ん
（
宣
徳
寺
）

☎
４
５-

１
１
７
２

Ｆ
Ａ
Ｘ　

４
５-

１
１
６
５

電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

axin.1103.
s31w

04y08@
gm
ail.com
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◆
予
備
自
衛
官
補
（
一
般
）

受
験
資
格　

18
歳
以
上
34
歳
未
満
の
人

（
技
能
公
募
）　

受
験
資
格　

18
歳
以
上
で
国
家
免
許
資
格

を
有
す
る
人

受
付　

3
月
24
日
（
火
）
ま
で

試
験
日　

4
月
10
日
（
金
）
〜
14
日
（
火
）

の
指
定
す
る
1
日

◆
幹
部
自
衛
官（
一
般
・
技
術
・
歯
科
・
薬
剤
）

受
験
資
格
（
一
般
・
技
術
）　

22
歳
以
上

26
歳
未
満
（
22
歳
未
満
の
人
は
大
学
卒
お

よ
び
見
込
み
を
含
む
）
修
士
学
位
取
得
者

は
28
歳
未
満

（
歯
科
）
20
歳
以
上
30
歳
未
満
の
人

（
薬
剤
）
20
歳
以
上
28
歳
未
満
の
人

（
※
歯
科
・
薬
剤
は
専
門
の
大
学
卒
お
よ

び
見
込
み
を
含
む
）

受
付
期
間　

3
月
1
日
（
日
）
〜
5
月
1

日
（
金
）

試
験
期
日　

１
次　

５
月
16
日
（
土
）・

17
日
（
日
）

試
験
場
所　

受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
※
県
外
在
住
の
人
で
受
験
を
希
望
さ

れ
る
人
も
受
験
は
可
能
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力
本

部　

人
吉
地
域
事
務
所

☎
２
２-

４
７
０
４

自
衛
官
募
集
！
採
用
試
験
を
実

施
し
ま
す

第
11
回
森
林
自
然
観
察
・
体
験

教
室
の
お
知
ら
せ

参
加
費　

５
０
０
円
（
保
険
料
お
よ
び
資

料
代
、小
学
生
３
０
０
円
、幼
児
１
０
０
円
）

申
込
方
法　
『
第
11
回
森
林
自
然
観
察
・
体

験
教
室
申
し
込
み
』、
氏
名
、
年
齢
、
住
所
、

電
話
番
号
を
記
載
し
て
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

電
子
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

３
月
11
日
（
水
）
ま
で
（
必
着
）

申
し
込
み
先　

〒
８
６
２-

８
５
７
０
（
住

所
記
載
不
要
）
熊
本
県
森
林
保
全
課
み
ど

り
保
全
班 　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
９
６-

３
８
５

-

６
２
４
７　

電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

shinrinhozen@
pref.kum

am
oto.

lg.jp 

問
い
合
わ
せ　

県
森
林
保
全
課

☎
０
９
６-

３
３
３-

２
４
５
０

青
年
国
際
交
流
事
業
に
参
加
し

ま
せ
ん
か

　

内
閣
府
で
は
、『
東
南
ア
ジ
ア
青
年
の
船
』

な
ど
平
成
27
年
度
の
青
年
国
際
交
流
事
業

に
参
加
す
る
青
年
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
締
切　

３
月
20
日
（
金
）（
必
着
）

　

詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

熊
本
県
く
ら
し
の
安
全
推

進
課　

☎
０
９
６-

３
３
３-

２
２
９
４

日
時

【
入
門
過
程
】
４
月
８
日
か
ら
８
月
12
日
ま

で
の
毎
週
水
曜
日　

午
後
７
時
〜
９
時

【
基
礎
課
程
】

９
月
２
日
か
ら
平
成
28
年
３
月
30
日
ま
で

の
毎
週
水
曜
日　

午
後
７
時
〜
９
時

会
場　

人
吉
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス

受
講
料　

テ
キ
ス
ト
代
７
，
１
４
０
円

受
講
資
格　

高
等
学
校
以
上
の
学
力
を
有

し
、
手
話
通
訳
活
動
を
目
指
す
人

受
講
申
し
込
み　

会
場
に
て
テ
キ
ス
ト
代

を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

熊
本
県
ろ
う
者
福
祉
協
会

☎
０
９
６-

３
８
３-

５
５
８
７

日
時　

３
月
15
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午

後
２
時
（
小
雨
決
行
）

集
合
場
所　

氷
川
町　

立
神
峡
公
園
管
理

棟
の
前

内
容　

峡
谷
美
を
眺
め
な
が
ら
木
々
の
冬

芽
等
の
観
察
を
し
ま
す
。

募
集
定
員　

40
人

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
の
ご
案
内

働
く
人
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
の
受

講
生
を
募
集
し
ま
す

　

働
く
人
の
パ
ソ
コ
ン
講
座
を
開
催
し
ま

す
。
現
在
働
い
て
い
る
人
、
定
年
退
職
者
、

育
児
を
終
え
た
人
、
ま
た
は
45
歳
以
上
で

再
就
職
の
た
め
に
準
備
を
し
て
い
る
人
な

ど
、
ど
な
た
で
も
受
講
で
き
ま
す
の
で
、

奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

初
級
編
コ
ー
ス
（
募
集
人
員
20
人
）

応
用
編
コ
ー
ス
（
募
集
人
員
18
人
）

内
容　

ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
楽
し
み
方
、
デ
ジ
カ
メ
の
基
本

操
作
な
ど

日
時　

４
月
〜
６
月
（
各
土
曜
日
の
8
日

間
）
※
詳
し
い
日
程
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

受
講
料　

１
０
，
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト

代
２
，
０
０
０
円
が
別
途
必
要
）

※
い
ず
れ
の
コ
ー
ス
も
申
し
込
み
期
限
は

４
月
10
日
（
金
）
で
す
。

　

た
だ
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ

人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

☎
２
２-

２
４
７
５



広報あさぎり　2015.3　20

犬の放し飼いは、絶対しないようにしましょう。
　柵などで囲まれた敷地内、室内などを除いて、犬の放し飼いはしないようにし
ましょう。
　また、首輪が抜けたり、鎖などがはずれないよう日々点検し、犬が逃げ出さな
いように注意しましょう。

　もし、人に危害を与えた場合は
　　重大な責任を負うことになります !!

飼い犬も家族の一員です。正しいしつけと愛情を欠かさず、
　 飼い主としての責任を持って飼いましょう。
　近隣や周囲の人に迷惑をかけることなく、楽しく快適に暮らすためにも、
しつけは欠かせません。
　命あるものである犬の飼い主として、責任を十分に自覚し、愛情をもって
最後まで飼いましょう。

犬の散歩をする場合には、引き運動を行いましょう。
　また、ビニール袋などを持ち、フンの後始末をしましょう。

　野外で運動させる場合には、通行者への配慮を心がけましょう。
　運動時にはビニール袋などを必ず持ち、フンの後始末を適切に処理するな
ど周辺の生活環境の保全に努めましょう。

必ず登録と狂犬病予防注射を受けさせましょう。
　生後３カ月以上の犬については、登録をしなければなりません。
　（＊室内犬であっても必ず登録が必要です。）　
　『狂犬病』は犬だけの病気でなく『人』にも感染します。発病後の有効な治療法
はなく、発病後数日以内にほぼ１００％が死亡する病気です。
　飼い主には、年に１回、狂犬病予防注射を受けさせる義務があります。
　『人』への感染を未然に防止するために、必ず予防注射を受けましょう。

　動物愛護法～愛護動物の虐待や遺棄に対する罰則～　　［動物愛護法第 44条］
　みだりに愛護動物を殺傷した者には、２年以下の懲役または２００万円以下の罰金。
　みだりに愛護動物を虐待し、または捨てた者は、１００万円以下の罰金等、罰則が科せられます。

問い合わせ　保健環境課　☎４５－７２１６

愛犬はルールを守って正しく飼いましょう！！
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◎子育てホッと相談
　３月６日（金）　午後
　臨床心理士によるカウンセリングです。子育
て・思春期・人間関係の悩み、ストレスなど心
や気持ちの問題かなと思ったら
ご相談ください。

◎こころの健康相談
　３月２０日（金）　午後
精神科医師が相談に応
じます。うつ、不眠、心の病気の対応、認知
症などの相談はお気軽にどうぞ。

問い合わせ
保健環境課　☎ 45-7216

健康相談日のお知らせ
　保健環境課では、精神科医師・心理士による
相談事業を毎月実施しています。ご自身や家族
の悩みなど、ご相談されてみませんか？　
　予約制で、秘密は厳守され、無料です。
（場所は免田保健センターです）

　あさぎり町社会福祉協議会では、弁護士による
法律相談を次のとおり実施します。お気軽にご相
談ください。
　予約制で秘密は厳守されます。

日時　３月１１日（水）
　　　午後１時～午後４時
場所　せきれい館
相談料　無料（予約後のキャンセルにつきまして
は、キャンセル料をご負担いただく場合があり
ますのでご了承ください）

相談時間　1 人につき 30分

次回は　４月８日（水）に

『岡原保健センター』

を予定しています

申込 ･問い合わせ
社会福祉協議会　
☎ 49-4505

無料法律相談所の開設について

　問い合わせ　　あさぎり町婚活支援事務局　　☎49-9211
　　　　　　　　　　（商工観光課　ポッポー館内）
　　　　　　　　　メールアドレス　asagiri-konkatsu@ezweb.ne.jp

３月はみんなで楽しく
『田園シンフォニーde婚活』です！

イベント　　　田園シンフォニー de 婚活
開催日時　　　３月２１日（土）
　　　　　　　※募集締め切り３月６日（金）
開催場所　　　人吉・球磨管内
参加料金　　　２，５００円程度を予定
募集人員　　　男女各４人程度を予定
※応募者多数の場合は、抽選となりますのであらかじ
めご了承ください。

※参加者の状況や他町村との合同イベントにより内容などが変更になる
場合がありますのであらかじめご了承ください。

　今後も毎月１回程度イベントを開催
予定です。内容が決まりましたら『あ
さぎり町ホームページ』で告知をしま
すのでチェックしてみてください。
　心身共に健康で婚活に興味がある町
内の 55 歳までの独身の人は、この機
会にぜひご登録ください！！
　会員登録をいただければ、毎月事務
局からイベント情報をメールでお届け
します。
　あさぎり町の婚活支援に関するお問
い合わせは事務局までご連絡ください。

　３月の交流イベントのお知らせです。今回は『田園シンフォニー de 婚活』を計画しています。この機
会に「そろそろ婚活を始めてみようかな？」と思われたら、ぜひご登録ください。
　スタッフ一同皆様からのご連絡をお待ちしております！

あさぎり町婚活支援通信　その51
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次
の
方
々
の
ご
遺
族
か
ら
、
あ
さ
ぎ
り

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
多
額
の
ご
寄
附
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
使
途
に
つ
き
ま

し
て
は
、
ご
芳
志
に
添
う
よ
う
慎
重
に
考

慮
し
、
本
町
の
福
祉
向
上
の
た
め
大
切
に

使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ご
厚
情
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
と
と

も
に
、
故
人
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

（
平
成
27
年
１
月
１
日
〜
１
月
末
日
受
付

分
ま
で
）
※
敬
称
略

校
区　
　

寄
附
者　
　
　

故
人

　

上　
　

山
形
マ
サ
エ　

山
形　

務

　

岡
原　

溝
口　

良
子　

溝
口
東
洋
男

　

上　
　

池
田
マ
キ
エ　

池
田　

齊

　

免
田　

緒
方　

博
美　

緒
方
ム
ツ
子

　

岡
原　

平
本　

幸
夫　

平
本
ツ
ギ
エ

　

上　
　

上
田　

安
喜　

上
田　

亀
二

　

須
恵　

仁
田
原
克
巳　

仁
田
原
チ
ド
リ

　

免
田　

的
射
場
久
義　

的
射
場
イ
ツ
子

　

上　
　

皆
越
マ
ユ
ミ　

皆
越　

春
男

　

深
田　

溝
部
美
知
代　

寺
田
ア
キ
子

　

上　
　

岩
﨑　

孝
光　

岩
﨑　

洋
子

　

須
恵　

井
手　
　

学　

井
手
ハ
ツ
キ

　

免
田　

塩
本　

禎
子　

塩
本　

成
利

　

岡
原　

寺
田　

次
男　

寺
田
ミ
サ
ヨ

　

深
田　

前
田　
　

譲　

前
田
ア
タ
エ

　
　

八
代
市
在
住 

 

一
般
寄
附

　

上　
　

皆
越
ユ
キ
エ

　

人
吉
ひ
な
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　
　
　
　

代
表　

蓑
田
孝
孔

◆交通事故の発生状況（1 月 1 日から１月末日まで）
町村別事故発生状況管内の事故情勢

0

1

2

5

4

3

件数

多良木町あさぎり町 湯前町 水上村

Ｈ26

Ｈ27

00

33

00 00 0000

人身事故件数 死者数 負傷者数

平成 26年 3件 0人 3人

平成 27年 0件 0人 0人

前年比 － 3 件 0人 － 3 人

当月件数 0件 0人 0人

health information

休日在宅当番医　（町のホームページでも検索できます）
期　日 上　球　磨 中　球　磨 その他地域 小　児　科

3月  1日 宮原医院
（多良木町） ☎ 42-2082

酒瀬川内科
（錦町） ☎ 38-0050

公立多良木病院小児科
（多良木町） ☎ 42-2560

3月  8日 渡辺医院
（多良木町） ☎ 42-2541

ほづみ皮膚科医院
（錦町） ☎ 26-5300

やまむら医院
（あさぎり町）☎ 45-0005

3月15日 そのだ医院
（湯前町） ☎ 43-2063

小川整形外科医院
（錦町） ☎ 38-3455

増田クリニック小児科
（人吉市） ☎ 22-3570

3月21日 仁田畑クリニック
（多良木村） ☎ 42-1123

脳神経外科小林クリニック
（錦町） ☎ 38-5670

堤病院附属九日町診療所小児科
（人吉市） ☎ 22-2251

3月22日 井口医院
（多良木町） ☎ 42-5570

たかの眼科
（あさぎり町） ☎ 47-2550

人吉医療センター　小児科
（旧人吉総合病院小児科）
（人吉市） ☎ 22-2191

3月29日 東病院
（あさぎり町） ☎ 45-5711

増田耳鼻咽喉科クリニック
（あさぎり町）☎ 45-8001

たかはし小児科内科医院
（人吉市） ☎ 24-2222

＊診療時間は午前９時から午後５時までとなります。なお、諸事情により変更の場合がありますので受診時は医療機関にご確認ください。

休日在宅当番薬局　（町のホームページでも検索できます）
期　日 当　番　薬　局 そ　　の　　他

3月  1日
山口薬局ピーチ店（多良木町）　　　　☎ 42-7712 清風薬局サンロード免田店（あさぎり町）　☎ 49-9600
つばめ薬局（錦町）　　　　　　　　　☎ 25-2500 多良木いちご薬局（多良木町）　　　　　☎ 42-6888

山口薬局（多良木町）　　　　　　　　　☎ 42-2123

3月  8日 清風薬局サンロード免田店（あさぎり町）　☎ 49-9600
エスエス堂きりん本町薬局（あさぎり町）　☎ 45-6330

3月15日 犬童薬局（湯前町）　　　　　　　　　☎ 43-3903 清風薬局サンロード免田店（あさぎり町）　☎ 49-9600

3月21日 ひご薬局多良木店（多良木町）　　　　☎ 49-1011 清風薬局サンロード免田店（あさぎり町）　☎ 49-9600
百太郎薬局（錦町）　　　　　　　　　☎ 28-8123

3月22日 たらぎ調剤薬局（多良木町）　　　　　☎ 43-0221 清風薬局サンロード免田店（あさぎり町）　☎ 49-9600
くるみ薬局（あさぎり町）　　　　　　☎ 49-9630

3月29日 岡原けんこう堂薬局（あさぎり町）　　☎ 45-6023 清風薬局サンロード免田店（あさぎり町）　☎ 49-9600
きりん薬局岡原店（あさぎり町）　　　☎ 45-1280

＊諸事情により変更の場合がありますのでご確認ください。

３月
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日 月 火 水 木 金 土

公共料金（3月分）についてのお知らせ
【介護保険料、町営住宅使用料、上下水道使用料、保育料】
　　口座振替日　　３月２５日（水）　　納期限　　３月３１日（火）

年金相談予約先（八代年金事務所　☎0965-35-6123）

リサイクルの日
（岡原）

須恵文化ホール自
主文化事業『秋山
幸二トークショー』
須恵文化ホール
（14:00 ～）

年金相談
人吉市消費生活セ
ンター
（9:00 ～ 17:00 予約制）
母子健康手帳交付
免田保健センター
（9:00～9:20受付）

子育てサロン上会場
旧上村役場（9:30 ～ 11:30）
上転倒予防教室
白寿荘（9:30 ～）

年金相談
多良木町多目的研修
センター（9:00～
17:00　予約制）

ヘルスクッキング
せきれい
せきれい館（9:30 ～）
年金相談
人吉市消費生活センター
（9:40 ～ 16:20 予約制）
子育てホッと相談
免田保健センター（14:00
～ 18:00　予約制）

リサイクルの日
（免田）

年金相談
人吉市消費生活センター
（9:00 ～ 17:00 予約制）
麦の穂会
免田保健センター
（10:00 ～）

須恵転倒予防教室
須恵文化ホール
（13:30 ～）

年金相談
錦町社会福祉協議会（温泉センター）
（9:00 ～ 17:00 予約制）
無料法律相談
せきれい館
（13:00 ～ 16:00　
予約制）

深田転倒予防教室
せきれい館
（13:30 ～）

年金相談
人吉市消費生活センター
（9:40 ～ 16:20 予約制）
免田校区シニア料理教室
免田保健センター（9:00～）

リサイクルの日
（上）

あさぎり中卒業式

年金相談
人吉市消費生活センター
（9:00 ～ 17:00 予約制）
母子健康手帳交付
免田保健センター
（9:00～9:20受付）

子育てサロン上会場
旧上村役場（9:30 ～ 11:30）
岡原校区シニア料理教室
岡原保健センター（9:00～）
上転倒予防教室
白寿荘（9:30～）
岡原転倒予防教室
岡原保健センター（13:30 ～）

年金相談
多良木町多目的研
修センター（9:00 ～
17:00　予約制）
免田転倒予防教室
免田保健センター（13:30 ～）

献血
役場本庁舎（9:00
～ 16:00）

男性料理教室
免田保健センター
（9:30 ～）
年金相談
人吉市消費生活センター
（9:40 ～ 16:20 予約制）
こころの健康相談
免田保健センター
（13:30 ～予約制）

　　　春分の日

相良三十三観音（春
の一斉開帳）

谷水薬師大祭（春
季大祭）

リサイクルの日
（須恵・深田）

須恵文化ホール自
主文化事業『あさ
ぎり中学校吹奏楽
部定期演奏会』
須恵文化ホール

年金相談
人吉市消費生活センター
（9:00 ～ 17:00 予約制）
深田校区シニア料
理教室
せきれい館（9:30～）
町内小学校卒業式

町内小中学校終了式 年金相談
錦町社会福祉協議会
（温泉センター）
（9:00 ～17:00　予約制）
上校区シニア料理教室
上議場調理室（9:30～）

公共料金（３月分）
口座振替日

年金相談
人吉市消費生活センター
（9:40 ～ 16:20 予約制）
献血
JAあさぎり支所
（9:00 ～ 12:00）
翠光園（13:00 ～
15:30）

年金相談
人吉市消費生活センター
（9:00 ～ 17:00 予約制）

公共料金（３月分）
納期限
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◎総合福祉センター

福祉課　生活福祉

福祉課　高齢者支援

福祉課　地域包括支援センター

福祉課　介護・障害認定審査会

◎本庁舎

総務課
企画財政課
税務課
町民課
会計課
保健環境課

◎生涯学習センター
教育委員会 

◎東庁舎

建設課
上下水道課
農林振興課
商工観光課
農業委員会
農業支援センター

各課の電話番号はＰ 16をご覧ください

総 建 議

商
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税
町
会
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◎各支所など

議会事務局
上支所
岡原支所
須恵支所
深田支所
しらがね寮
社会福祉協議会
学校給食センター

町

教
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教
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         　あさぎり町の人口（２月１日現在）
総数：16,277（－９）人／世帯数：5,895（－６）戸／男：7,617（０）人／女：8,660（－９）人

　昨年の暮れに、我が家に赤ちゃんが生まれ
ました。1月に生まれる予定でしたが、早く逢
うことができ、嬉しかったです。生み終えた
出産がゴールではなく、子育てのスタート。
今は慣れない子育てに奮闘中ですが、出産
のときの喜びを忘れず、これから愛情いっ
ぱいに育てていきます！　　   　  （DMN)

　立春は過ぎましたが、まだまだ寒い日が
続いております。早く暖かくならないかな
ーと春を待ちわびています。
　さて、今月の健康 21 応援コーナーでは
『お酒とあなたの良い関係』を載せています。
適量を頭に入れ、いつまでもおいしいお酒
を飲みたいものです。飲みすぎには気をつ
けましょう。　　　　　　　　　　　   （Ｍ）

　久鹿の尾方晴香さん宅にある金のなる木。
　６～７年ぶりに花が咲いたそうです。
　かわいらしい花が満開でした。

　　　　　『金のなる木』（企画財政課）

あさぎり町のホームページアドレス
http://www.asagiri-town.net/

ここを
　クリック

町ホームページでは、
あさぎり町の一日の出
来事を写真でご紹介し
ています。

H27.2.10

～『今日のあさぎり町』より～

今月の今月の
レシピレシピ

献立名　
つぼん汁

　鶏肉 15ｇ 60ｇ
　焼き豆腐 20ｇ 80ｇ
　ちくわ 7ｇ 28ｇ
　ごぼう 10ｇ 40ｇ
　里芋 20ｇ 80ｇ
　にんじん 7ｇ 28ｇ
　しいたけ 1ｇ 4ｇ
　こんにゃく 10ｇ 40ｇ
　ねぎ 2ｇ 8ｇ
　いりこ 2ｇ 8ｇ
　濃口しょうゆ 2.5ｇ 10ｇ
　薄口しょうゆ 2.5ｇ 10ｇ
　みりん 1ｇ 4ｇ

材　料 1 人分 4人分

　

①干ししいたけはもどしておく。もどし汁は

とっておく。

②いりこでだしをとる。（ふっとうしたらいり

こを取り出す。）

③材料をすべて 1㎝角程度に切る。

④だし汁の中にしいたけのもどし汁と、ごぼう、

にんじん、しいたけ、里芋を入れる。沸騰し

たら、鶏肉、ちくわ、こんにゃくを入れ、ご

ぼうやにんじんがやわらかくなるまで煮る。

⑤焼き豆腐を入れ、調味料をいれて味をととの

えてできあがり。最後にねぎをのせる。

作り方

エネルギー　115kcal


